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「JICA母子保健研修コース」について
－看護過程を応用した問題解決の試み－

黒　田　　　緑＊

＊旭川医科大学看護学科　

依 頼 稿（報告）

１．はじめに

　日本の母子保健の水準は目覚ましい向上を遂げた。
その理由として戦後の復興期から水準の向上が始まっ
たと言われることが多い。しかし、実は戦前から行わ
れていた地道で地域に根差した母子及び家族に対する
働きかけにより、着実に水準は向上していた。一方、
世界に目を向けると、現代においても発展途上国では
貧困や女性差別などを原因とする妊産婦や乳幼児の深
刻な健康問題が存在する。
　 2000 年 9 月に開催された国連ミレニアム・サミッ
トで、平和と安全、開発と貧困、環境、人権とグッド
ガバナンスなどの国連の明確な方向性を提示した国連
ミレニアム宣言を採択した。さらに、国際開発目標と
を統合し、ミレニアム開発目標 8 つを 2015 年までに
到達すべき目標として掲げた。8 つの目標のうち目標
4 は「乳幼児死亡率の削減」、目標５は「妊産婦の健
康の改善」と、発展途上国の遅滞している母子保健の
水準の向上を目標として掲げた。
　JICA（Japan International Cooperation Agency） 独 立
行政法人、国際協力機構は、ミレニアム開発目標を達
成するための活動として、国内外において母子保健プ
ロジェクト活動を展開している。世界各地域の発展途
上国で、看護職を対象とした助産技術の向上のための
研修や日本の母子健康手帳の普及など母子保健サービ
ス分野での活動が数多く行われている。その内の国内
における活動の一つとして、当看護学科では母子保健
領域に携わる看護師・助産師の人材育成を目的とした
研修を実施している。
　旭川を含む北海道の道北・道東地域は、広大な面積
に人口が分散し、保健施設の密度や母子保健指標が低

い地域であったが、地域に根ざした看護職の育成、情
報の活用により母子保健の向上に成功してきた。これ
らの取り組みを紹介することで、開発途上国における
母子保健に携わる看護職に有益な研修が提供できると
の判断から、JICA 札幌国際センターの募集・協力の下、
母子保健研修を行っている。

２．対象国とその現状

　平成 15 年から 5 年間の研修を実施し 47 名の研修員
を受け入れた。また、それまでの研修をふまえ平成
20 年より 3 年間の研修を実施し、今年で 36 カ国、82
名の研修員を受け入れた。研修員の出身地域はアジア・
アフリカ・大洋州・中東・中南米等の世界各地域にお
よぶ。表１
　世界で最も母子保健指標が低いアフガニスタンの現
状は、都市部では医学的適応の無い帝王切開が高率に
行われ、不適切な帝王切開手術後の管理のために感染
症で命を落とす女性が多い。また、地方では専門家の
介助のない自宅出産が 7 割を占め、産婦は危険にさら
されている。看護職を目指して入学する学生たちは、
教育環境の劣悪さのために学習途上で退学することは
まれではないという。
　女性性器切除の風習があるスーダンでは、産婦は出
産時の大出血を免れたとしても、産後には傷の痛さで
身動きが制限され、裂傷部位の清潔も保てない。数少
ない出産施設では、出産数が多く産後 2 時間で退院さ
せられる。退院後、裂傷部位からの感染のために敗血
症で命を落とす産婦が多いという。
　パプアミューギニアでは、十分な教育を受けた助産
師の数が少なく、各地域に短期間の教育による出産介
助者を増やすことを当面の目標としている。また、出
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産時の衛生材料等の必要物品も十分ではなく苦慮して
いる現状である。
　カンボジアでは、地域から搬送された出血などの異
常産婦について、その原因や対応が分からず、予防的
対応ができていない状態であるという。産科学的知識
が不足する現状にある。
　比較的母子保健指標の良好なウルグァイでは、母親
は出産後新生児の健診のためには医療施設を訪れるが
母親自身の産後の健診をほとんど受けず、やはり感染
症の罹患が多いという。
　シリアでは未受診妊婦が多く、いかに妊婦に健診を
受けさせることができるかが課題であるという。
　各研修員の抱える問題は、母子保健領域という共通
点はあるが様々である。環境、文化、習慣、社会経済
など多様な現状の中にある母子に関する問題を、より
良い状況へ導くための解決策はやはり多様であり、そ
のような環境にいる研修員自身が考え、見出すことが
解決への近道であると考えた。
　物の援助や他者からの指示を待つのではなく、身近
な問題から研修員が主体的に解決の糸口を見出し、具

表１　国別の研修員数（2003~2010）

　2003~2007（5 年間）

年度 アジア 大洋州
中央

アジア
コーカ
サス

中東 アフリカ 中南米 計

’03~’07 7 7 1 1 3 18 10 47
　2008~2010

2008 2 3 0 0 3 2 2 12
2009 3 2 0 0 1 2 3 11
2010 2 3 0 0 4 2 1 12
総計 14 15 1 1 11 24 16 82

表２　2008 研修員各国の乳幼児死亡率（出生 1,000 対）、妊産婦死亡率（出生 100,000 対）一覧

国名 乳幼児死亡率 妊産婦死亡率 国名 乳幼児死亡率 妊産婦死亡率

日本 (2008) 4 3.5 パプアニューギニア 69 730

アフガニスタン 257 1,600 ウルグァイ 14 25

パレスチナ 27 － ザンビア 148 590

カンボジア 90 461 スーダン 109 1,100

インド 69 301 シリア 16 65

マーシャル 36 74

体策を考え評価を繰り返しながら目標を一歩一歩達成
できるような思考や行動を身につけることが重要と考
え、これを本研修の軸とした。

３．看護過程を応用した問題解決の試み

　看護には、対象者が有する様々な課題を解決するた
めの問題解決思考がある。いわゆる看護過程（Nursing 

Process）である。対象者の問題の分析・評価は、そ
の問題の原因の明確化およびにそれに影響を及ぼすプ
ラスあるいはマイナスの要因を査定し、影響要因の除
去や軽減をするための援助の方向性を考えることであ
る。次に、到達可能な目標の設定と目標を達成するた
めの具体策を策定し実施後評価する。看護過程をらせ
ん状に繰り返すことで複雑な問題へ対応する、これが
看護領域で看護過程を展開する意義である。
　これまでの母子保健コース研修では、PCM（Project 

Cycle Management）という問題解決手法を用いてアク
ションプランを作成した。PCM とは、JICA のプロジェ
クト活動などで広く用いられている開発協力プロジェ
クトを効果的・効率的に運営管理する方法である。母
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子分野だけではなく多様な分野の援助活動に用いられ
ている。しかし、PCM 手法そのものを理解すること
に時間を要すること。問題の分析が十分にされにくい
こと。その結果、実施可能な具体的アクションプラン
を作成することが困難であることを感じていた。一方、
研修員の特性は、人の健康問題を解決することを業と
する看護職集団であること。また、何らかの問題解決
手法あるいは問題解決思考は身につけていると予想し
たこと。彼らが帰国後に求められる活動は、やはり人
を対象とした看護職としての活動を展開すること。こ
れらを考え合わせ、日本の看護領域で日常的に使われ
る看護過程を応用した問題解決思考をアクションプラ
ン作成の手法として活用することを試みた。
　本研修に用いるために応用した点を以下に示す。
①アセスメント（現状分析）は、母子保健に関する国

の現状から俯瞰すること、および自身の組織や地
域の現状との両方から見る。

②問題抽出は、組織に起因する問題かあるいは健康教
育活動に起因する問題かを判別する。

③目標は長期及び短期目標を明示すること。評価基準
は、目標の達成を評価するために不可欠である。

④具体策は、地域の特性を考慮しているか。また、研
修員が実施可能か。

⑤評価は、評価方法を明示すること。評価基準に照ら
し達成の可否の評価をする。

　その上で、目標の妥当性、実施の有効性、効率性（費
用対効果）、インパクトの有無と程度、自立発展性は
どうかなどを評価する。
次項に本年試みた問題解決過程日本語版を掲載した表
３。研修を進めながら修正をくわえたが、今後さらに
修正していく予定である。

４．研修結果

　研修は、日本の母子保健に関する実情や発展過程な
どの座学から始まり、旭川市を中心とする地域の助産
所、病院、保健所など母子保健管理体制、日本の看護
教育と助産師教育の講義・見学実施。旭川医科大学病
院での卒後教育の講義・見学、院内感染対策の講義・
演習の実施。道東・道北の母子保健の現状と対策の実
地見学を行った。研修の進行に伴い問題解決過程を進
め、最後にアクションプラン作成と評価に取り組んだ。
　研修終盤のアクションプラン発表では、上述した研

修員各国の現状を踏まえた具体策が次々と発表され
た。今年の発表内容の特徴は、出産後になおざりにさ
れている母体の健康の維持をテーマとしたものが多
かった。昨年との違いは、計画の具体性が増し地道
ではあるが、実行可能性を予期できる内容であった。

（コースリーダー）

写真２　日赤北海道看護大学での講義風景

写真１　北見市消防本部にて、母子救急体制の見学時
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